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新明解説

働く人の意欲と自発性を引き出すために
　あなたの組織で働く人は皆，意欲を持って自
発的に仕事に取り組んでいますか？　それとも
疲弊している人を見かけますか？　メンタル不
全を起こしたり，身体を壊してしまっている人
はいませんか？　働く人が自発的に仕事に取り
組み，各人が持っている能力を最大限発揮して
いる環境はどのようにして創り出されるので
しょうか？　そのカギを握る「成果を創り出す
サイクル」について紹介します。
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「成果を創り出すサイクル」を回そう
①「成果を創り出すサイクル」とは
②「成果」とは

「成果を創り出すサイクル」の様々なレベル
①1つひとつの仕事における「成果を創り出すサイクル」
②毎年の組織（チーム）目標における「成果を創り出すサ
イクル」
③職業における「成果を創り出すサイクル」
④人生における「成果を創り出すサイクル」

「成果を創り出すサイクル」が回らない理由
①組織の目的・ビジョンを生きていない
②部署の目的・ビジョンがない
③目標と目的，目標とビジョンの区別化をしていない

「成果を創り出すサイクル」を回すために必要
なこと
①リーダーが目的・ビジョンを語る
②目標達成に「コミット」する
③リーダーが部下を承認する
■承認とは
■承認の2つの方法
■承認するときの留意点
■言葉以外で伝えている承認のメッセージ
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